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や
電
子
入
札
か
ら
始
ま
り
、
い
ま
や
「i

－Construc 
tion

」
の
名
称
で
、
政
府
が
取
り
組
む
第
四
次
産
業
革

命
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
に
躍
り
出
た
こ
と
に
な
る
。

　

時
代
を
さ
ら
に
さ
か
の
ぼ
り
、
ブ
ラ
ッ
ク
マ
ン
デ
ー

に
直
面
し
た
「
一
九
八
七
年
」
は
、
建
設
産
業
界
に
と

っ
て
も
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
年
だ
っ
た
。
こ
の
年
、

米
国
企
業
が
建
設
業
許
可
を
取
得
、
外
国
企
業
参
入
第

一
号
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
日
米
建
設
交
渉
で
関
西
国

際
空
港
建
設
の
入
札
を
市
場
開
放
す
る
こ
と
で
合
意
。

米
国
は
さ
ら
に
、
他
の
大
型
公
共
事
業
へ
の
参
入
要
求

を
す
る
一
方
、
米
国
議
会
は
米
国
内
の
公
共
事
業
か
ら

日
本
企
業
を
排
除
す
る
条
項
を
歳
出
法
案
に
組
み
込
む

こ
と
を
決
定
し
た
。
こ
れ
が
当
時
大
き
な
話
題
と
な
っ

た
「
日
米
建
設
摩
擦
」
だ
。
摩
擦
を
生
ん
だ
日
米
建
設

交
渉
の
翌
年
に
は
、
米
軍
横
須
賀
基
地
工
事
で
独
占
禁

止
法
が
適
用
さ
れ
る
な
ど
、
日
米
の
建
設
交
渉
は
日
米

二
国
間
の
様
々
な
構
造
に
つ
い
て
協
議
を
行
う
場
に
変

わ
っ
た
。
最
終
的
に
は
相
手
国
市
場
に
対
す
る
規
制
緩

和
要
求
を
毎
年
度
そ
れ
ぞ
れ
行
う
こ
と
が
慣
例
化
。
米

国
か
ら
の
制
度
改
革
要
求
で
有
名
な
の
が
、
小
泉
政
権

が
米
国
の
要
求
に
応
え
る
形
で
踏
み
切
っ
た
郵
政
民
営

化
の
ほ
か
、
課
徴
金
減
免
制
度
の
導
入
な
ど
を
柱
に
し

た
独
禁
法
の
法
改
正
で
あ
る
。

　

さ
て
、「
二
〇
一
七
年
」
と
こ
れ
か
ら
に
つ
い
て
で
あ

る
。
十
年
単
位
で
み
て
も
、
こ
の
三
十
年
の
建
設
産
業

界
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、
現
在
と
今
後
に
深
く
か
か
わ
っ

て
い
る
。
三
十
年
前
の
日
米
建
設
摩
擦
を
例
に
と
れ
ば
、

な
い
。
今
年
は
米
国
で
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が
誕
生
、
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
で
は
英
国
の
Ｅ
Ｕ
離
脱
手
続
き
、
ド
イ
ツ
で

は
総
選
挙
、
フ
ラ
ン
ス
で
も
大
統
領
選
挙
が
予
定
さ
れ

て
い
る
。
不
安
の
種
は
世
界
各
地
に
散
ら
ば
っ
て
い
る
。

　

さ
て
、
建
設
産
業
界
で
あ
る
。
実
は
建
設
産
業
界
に

も
市
場
関
係
者
が
指
摘
す
る
西
暦
末
尾
「
七
」
年
は
あ

て
は
ま
る
。

　

ま
ず
、
十
年
前
の
「
二
〇
〇
七
年
」
は
前
年
四
月
、
日

本
土
木
工
業
協
会
（
現
・
日
本
建
設
業
連
合
会
）
が
公

表
し
た
「
透
明
性
あ
る
入
札
・
契
約
制
度
に
む
け
て

│
改
革
姿
勢
と
提
言
」
で
打
ち
出
し
た
「
旧
来
の
し

き
た
り
か
ら
の
訣
別
」、
い
わ
ゆ
る
〝
脱
談
合
宣
言
〞
に

よ
る
様
々
な
ハ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
全
国
各
地
で
起
き
た
年

だ
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
年
は
国
土
交
通
省
が
「
建
設
産

業
政
策
２
０
０
７
」
を
策
定
し
、
専
門
工
事
業
団
体
が

そ
の
後
の
社
会
保
険
加
入
促
進
の
取
組
み
な
ど
の
活
動

強
化
へ
舵
を
切
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
「
過
剰
供
給
構

造
の
改
善
に
向
け
た
再
編
淘
汰
は
不
可
避
」
が
ク
ロ
ー

ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
二
〇
〇
七
年
一
月
の
観

ト
ラ
ン
プ
米
国
大
統
領
が
今
後
、
本
腰
を
入
れ
て
自
国

経
済
最
優
先
の
姿
勢
を
鮮
明
に
し
た
場
合
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ

（
環
太
平
洋
経
済
連
携
協
定
）
は
い
う
に
及
ば
ず
、
す
で

に
発
効
し
て
い
る
Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ
（
北
米
自
由
貿
易
協

定
）
に
も
影
響
を
与
え
か
ね
な
い
だ
ろ
う
。
思
い
出
す

の
は
、
日
米
建
設
摩
擦
の
際
の
、
米
国
政
府
に
よ
る
制

裁
措
置
を
ち
ら
つ
か
せ
な
が
ら
相
手
国
の
市
場
開
放

（
譲
歩
）
を
迫
っ
た
ス
ー
パ
ー
三
〇
一
条
だ
。

　

二
十
年
前
の
建
設
Ｃ
Ａ
Ｌ
Ｓ
／
Ｅ
Ｃ
は
、
さ
ら
に
分

か
り
や
す
い
。
い
ま
や
電
子
入
札
と
電
子
納
品
は
当
た

り
前
と
な
り
、
Ｃ
Ａ
Ｌ
Ｓ
／
Ｅ
Ｃ
は
死
語
に
近
い
。
代

わ
っ
て
い
ま
脚
光
を
浴
び
て
い
る
の
が
、
Ｉ
ｏ
Ｔ

（Internet of T
hings

：
モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）、

Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）、
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
を
中
核
技
術
と
し

た
「
第
四
次
産
業
革
命
」
だ
。

　

第
四
次
ま
で
の
産
業
革
命
を
お
さ
ら
い
す
る
と
、
第

一
次
産
業
革
命
は
十
八
〜
十
九
世
紀
初
頭
の
蒸
気
機
関

や
紡
績
機
な
ど
軽
工
業
の
機
械
化
を
、
第
二
次
産
業
革

命
は
十
九
世
紀
後
半
の
石
油
、
電
力
、
重
化
学
工
業
の

勃
興
を
指
す
。
そ
の
後
の
第
三
次
産
業
革
命
と
は
二
十

世
紀
後
半
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
出
現
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情

報
通
信
技
術
）
の
普
及
だ
。
建
設
Ｃ
Ａ
Ｌ
Ｓ
／
Ｅ
Ｃ
は

ま
さ
に
第
三
次
産
業
革
命
に
あ
た
る
。

　

そ
し
て
い
ま
、
第
四
次
産
業
革
命
と
し
て
当
初
あ
げ

技
術
・
技
能
は
Ａ
Ｉ
に
よ
っ
て

ど
こ
ま
で
代
替

光
立
国
推
進
基
本
法
施
行
を
受
け
、
国
土
交
通
省
も
観

光
立
国
推
進
基
本
計
画
を
策
定
し
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
る
二
〇
二
〇
年
の

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
（
訪
日
外
国
人
旅
行
者
数
）
目
標
値
四
、

〇
〇
〇
万
人
の
礎
と
も
な
っ
た
。

　

ア
ジ
ア
通
貨
危
機
に
直
面
し
た
「
一
九
九
七
年
」
は

建
設
産
業
界
に
と
っ
て
も
危
機
の
連
鎖
が
続
い
た
年
だ

っ
た
。
負
債
総
額
が
五
、〇
〇
〇
億
円
超
、
一
、七
〇
〇 

億
円
超
、
一
、五
〇
〇
億
円
超
と
ゼ
ネ
コ
ン
三
社
が
相

次
い
で
会
社
更
正
法
申
請
に
追
い
込
ま
れ
た
。
た
だ
、

一
方
で
こ
の
年
に
は
、
建
設
省
（
現
・
国
土
交
通
省
）

が
建
設
Ｃ
Ａ
Ｌ
Ｓ
／
Ｅ
Ｃ
（
公
共
事
業
支
援
統
合
情
報

シ
ス
テ
ム
）
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
策
定
、
さ
ら

に
、
官
民
合
同
で
電
子
入
札
シ
ス
テ
ム
の
研
究
に
取
り

組
む
「
公
共
調
達
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」
も
発
足
。
建
設

産
業
界
に
と
っ
て
の
Ｉ
Ｔ
時
代
が
幕
を
開
け
た
。

　

こ
の
二
十
年
で
公
共
調
達
の
Ｉ
Ｔ
化
は
、
電
子
納
品

末
尾「
七
年
」は
建
設
も
波
乱
の
年

ら
れ
て
い
た
キ
ー
ワ
ー
ド
「
Ｉ
ｏ
Ｔ
」
は
、
さ
ら
に
一

歩
進
ん
で
「
Ｉ
ｏ
Ｅ
」（Internet of Everything

）

へ
と
変
わ
り
、
Ａ
Ｉ
、
ロ
ボ
ッ
ト
と
と
も
に
重
要
技
術

と
し
て
注
目
さ
れ
始
め
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
な
か
、
建
設
産
業
界
も
生
産
性
向

上
へ
向
け
、
本
格
的
な
取
組
み
が
始
ま
る
の
が
「
二
〇 

一
七
年
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
の
な
か
で
建
設
産

業
界
で
期
待
先
行
と
し
て
注
目
を
集
め
て
い
る
の
が

「
Ａ
Ｉ
」
だ
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
土
工
の
よ
う
に
、
あ
る
程
度
そ
の

効
果
を
含
め
て
予
測
で
き
る
も
の
に
対
し
、「
Ａ
Ｉ
」
の

可
能
性
は
予
測
不
能
な
ほ
ど
広
が
っ
て
い
る
か
ら
だ
。

　

例
え
ば
、
期
待
の
一
つ
に
安
全
対
策
が
あ
る
。
事
故

防
止
も
含
め
た
安
全
対
策
で
は
、
過
去
の
事
故
事
例
を

も
と
に
Ａ
Ｉ
が
分
析
、
判
断
し
て
、
事
故
可
能
性
ま
で

予
測
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

期
待
の
も
う
一
つ
に
、
優
秀
な
職
人
の
技
能
と
さ
れ

る
「
段
取
り
」
を
含
め
た
さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
の
ノ
ウ
ハ

ウ
を
「
Ａ
Ｉ
」
が
代
替
し
、
さ
ら
に
進
化
さ
せ
る
こ
と

が
あ
げ
ら
れ
る
。
囲
碁
で
も
世
界
最
強
棋
士
が
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
に
敗
れ
る
時
代
で
あ
る
。
理
論
的
に
は
Ａ
Ｉ

が
学
習
し
な
が
ら
「
段
取
り
」
を
進
化
さ
せ
る
こ
と
は

可
能
だ
。

　

し
か
し
、
ほ
ん
と
う
に
そ
ん
な
時
代
が
到
来
し
た
と

き
、
現
在
の
建
設
産
業
界
や
生
産
シ
ス
テ
ム
は
ど
う
な

っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
予
測
は
不
可
能
だ
が
、
一
方

で
、
そ
ん
な
時
代
を
予
測
し
た
い
と
も
思
わ
な
い
ほ
ど

今
後
の
変
化
は
激
し
い
か
も
し
れ
な
い
。

「
予
測
不
能
」の
時
代

H
itotsubu M

ugi 

麦 

一
粒

年
で
は
な
い
と
の
指
摘
が
金
融
な
ど
市
場
関
係
者
を
中

心
に
相
次
い
で
お
り
、
話
題
に
も
な
っ
た
。

　

十
年
前
の
「
二
〇
〇
七
年
」
は
、
翌
年
の
リ
ー
マ
ン
・

ブ
ラ
ザ
ー
ズ
の
破
た
ん
、
い
わ
ゆ
る
「
リ
ー
マ
ン
シ
ョ

ッ
ク
」
に
つ
な
が
っ
た
「
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
住
宅
ロ
ー
ン

危
機
」
が
起
き
た
年
だ
っ
た
。
二
十
年
前
の
「
一
九
九 

七
年
」
に
は
、「
ア
ジ
ア
通
貨
危
機
」、
つ
ま
り
ア
ジ
ア

各
国
通
貨
の
暴
落
が
経
済
全
体
に
大
き
な
打
撃
を
与
え

た
。
さ
ら
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
、
三
十
年
前
の
「
一
九
八 

七
年
」
に
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
証
券
取
引
所
を
発
端
に

し
た
史
上
最
大
規
模
の
世
界
的
株
価
大
暴
落
、
い
わ
ゆ

る
「
ブ
ラ
ッ
ク
マ
ン
デ
ー
」（
暗
黒
の
月
曜
日
）
が
起
き

て
い
る
。

　

こ
れ
ほ
ど
西
暦
末
尾
に
「
七
」
が
つ
く
年
に
大
き
な

出
来
事
が
起
き
て
い
れ
ば
、
金
融
・
資
本
市
場
関
係
者

に
と
っ
て
、
十
年
周
期
に
あ
た
る
今
年
「
二
〇
一
七
年
」

に
一
抹
の
不
安
を
抱
く
の
も
無
理
か
ら
ぬ
話
か
も
し
れ

大
海
の
一
滴

ひ
と        

し
ず
く

〇
一
七
年
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
昨
年
末
か
ら
、

西
暦
の
末
尾
に
「
七
」
が
つ
く
年
は
、
ろ
く
な

二


